
ダイバーシティの実現

多様性を認め合う 多様性を活かす

多様な人材を活かし、その能力が最大限発揮できる機会を提供することで、
イノベーションを生み出し、価値創造に繋げていきます。

女性の管理職・役席者への登用＜女性活躍推進＞
外国人の活躍＜外国人の視点を活かす＞
55歳以降行員（専任行員）の活躍支援の推進＜活躍の場の提供＞
LGBT（性の多様性を認め合う組織）

・法定以上の育児・介護休業制度
・小学校就学前の子を養育する行員の短時間勤務
・配偶者出産休暇・参観日休暇・子の看護休暇
・産後パパ育休の10日間の義務化・ファミリーサポート（不妊治療）制度
・保育料等の補助・キャリアリターン制度
・キャリアデザイン研修・女性リーダー養成研修等の実施

女性のキャリア形成支援
仕事と育児・介護の両立

新卒・キャリア採用いずれにおいても国籍を問わず募集しており、多様な人材の採
用・登用を積極的に推進しております。外国人

人材の多様性や即戦力の確保を目的として積極的に採用・登用を推進しております。キャリア採用

能力・経験・意欲のある行員については、管理職・役席等に積極的に登用します。55歳以降行員

■人的資本について
　経営理念やブランドメッセージにおいて「動かす人」（“人を動かし、心を動かし、未来を動かす” 人）をキー
ワードとしているとおり、当行の宝は「人」であります。当行は人材を企業価値向上の重要な資本と位置づけ、
お客さまのために高い付加価値を提供できる「動かす人」の育成と、一人ひとりが働きがいをもって能力を
最大限発揮することができる社内環境の整備を推進してまいります。

・人材の育成に関する方針
　経営理念の実現に向け、地域のお客さまの幸せ（発展）を自らの喜び（成長）とする気持ちを持って、日々
変化する環境下においてスキル・専門性を高め、お客さまのために高い付加価値を提供できる人材を育成
します。そのためには各人のスキルやキャリアに応じた、「人材育成体系表」、「キャリア開発モデルプラン」
による①OJT（職場内研修）、②OFFJT（行内外研修）、③自己啓発支援を通じて、従業員の自律的な成長
を支援するとともに、主体的に学ぶ企業風土を醸成していきます。また、多様な人材を活かし、その能力
を最大限発揮できる機会を提供することで、イノベーションを生み出し、価値創造に繋げていきます。

・社内環境整備に関する方針
　従業員一人ひとりが働きがいをもって能力を最大限発揮できる仕組みづくりと、安心して働き続けるこ
とができる働きやすい職場環境の整備に努めていきます。また、性別や年齢などに関係なく様々な人材が
活躍できる環境や仕組みを整備し、従業員のエンゲージメント（働きがい・愛行心）を高め、明るく笑顔
あふれる社内環境を創ってまいります。

■ダイバーシティへの取組み

■人的資本に関する目標
　当行では、上記において記載した、人材の多様性の確保を含む人材の育成に関する方針及び社内環境整備
に関する方針について、次の指標を用いております。当該指標に関する目標及び実績は、次のとおりであり
ます。

人的資本、ダイバーシティへの取組み

指標 目標 実績（当連結会計年度）
人材育成に関する方針 管理職に占める

女性労働者の割合  15％（2025 年度） 7.1％

社内環境整備に関する方針 男性の育児休業等取得率 100％（2023 年度） 50.0％
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